
 
 

 

 物
価
高
騰
を
吹
き
飛
ば
す
熱
気
！
200
人
が
結
集 

 

 

い
ま
こ
そ
消
費
税
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス

廃
止
を
！
商
店
街
に
響
い
た
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル 

吹
田
市
立
勤
労
者
会
館
に
お
い
て

「
3
・
13
重
税
反
対
全
国
統
一
行

動
・
吹
田
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
開
始
と
と
も
に
次
々
と
席
が

埋
ま
り
、
最
終
的
に
は
200
人
の
参
加

者
で
満
席
と
な
る
熱
気
あ
ふ
れ
る
集

会
と
な
り
ま
し
た
。 

集
会
の
冒
頭
は
吹
田
民
商
塚
本
会

長
に
よ
り
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶

が
あ
り
先
の
衆
院
選
の
結
果
を
受
け

た
複
雑
な
胸
中
を
明
か
し
つ
つ
も
、

「
政
治
を
変
え
る
た
め
に
地
道
に
運

動
を
続
け
て
い
く
し
か
な
い
」
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。
特
に
社
会
保
障
の
財

源
と
い
う
名
目
で
導
入
さ
れ
た
消
費

税
が
、
実
際
に
は
法
人
税
減
税
の
穴
埋

め
と
し
て
大
企
業
の
内
部
留
保
に
姿

を
変
え
て
い
る
現
状
を
厳
し
く
批
判

し
ま
し
た
。
ま
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

零
細
な
一
人
親
方
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

に
与
え
る
痛
み
に
触
れ
「
簡
易
課
税
の

50
％
の
税
率
で
あ
っ
て
も
、
2
年
分

の
納
税
額
で
軽
ト
ラ
を
乗
り
換
え
ら

れ
る
ほ
ど
の
負
担
に
な
る
」
と
具
体
的

な
数
字
を
挙
げ
て
訴
え
、
困
っ
て
い
る

仲
間
を
民
商
に
繋
ご
う
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

続
い
て
行
わ
れ
た
ビ
デ
オ
学
習
で

は
、
佐
伯
和
雅
税
理
士
が
憲
法
と
税
金

の
関
係
を
解
き
明
か
し
ま
し
た
。
佐
伯

氏
は
消
費
税
が
「
預
か
り
金
」
で
は
な

く
事
業
者
に
直
接
課
せ
ら
れ
る
「
直
接

税
」
で
あ
る
こ
と
を
法
的
に
論
証
し
、

負
担
能
力
に
応
じ
て
税
を
払
う
「
応
能

負
担
原
則
」
こ
そ
が
民
主
的
な
税
制
の

根
本
で
あ
る
と
力
説
し
ま
し
た
。
こ
の

学
習
を
受
け
、
民
商
事
務
局
長
は
動
画

の
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
な
が
ら
、

「
消
費
税
は
ま
さ
に
自
営
業
者
を
狙

い
撃
ち
に
す
る
税
金
だ
。
高
す
ぎ
る
税

金
に
異
議
を
唱
え
、
元
気
に
デ
モ
へ
繰

り
出
そ
う
」
と
会
場
を
鼓
舞
し
ま
し
た
。 

集
会
に
は
実
行
委
員
会
を
構
成
す
る

諸
団
体
も
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

か
ら
切
実
な
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
活
と
健
康
を
守
る
会
は
申
告
書
控

え
へ
の
収
受
印
廃
止
方
針
が
納
税
者

の
権
利
を
軽
視
す
る
も
の
だ
と
告
発

し
、
日
本
年
金
者
組
合
は
物
価
高
騰
が

年
金
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
過
酷
な

実
情
を
訴
え
ま
し
た
。
新
日
本
婦
人
の

会
か
ら
は
家
計
を
預
か
る
立
場
か
ら

消
費
税
の
重
さ
が
、
消
費
税
を
な
く
す

会
か
ら
は
継
続
的
な
宣
伝
活
動
の
重

要
性
が
語
ら
れ
、
発
言
の
た
び
に
会
場

か
ら
は
共
感
の
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。 

集
会
後
、
参
加
者
は
「
消
費
税
減

税
！
」「
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
！
」
の
プ

ラ
カ
ー
ド
を
手
に
デ
モ
行
進
に
出
発

し
ま
し
た
。
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上

げ
な
が
ら
商
店
街
を
一
周
し
、
道
ゆ
く

市
民
や
商
店
主
に
も
「
重
税
反
対
」
の

声
を
届
け
ま
し
た
。
行
進
は
さ
ん
く
す

広
場
で
元
気
よ
く
締
め
く
く
ら
れ
、
参

加
者
は
そ
の
足
で
税
務
署
へ
向
か
い
、

自
ら
の
手
で
計
算
し
た
申
告
書
を
提

出
す
る
「
集
団
申
告
」
を
行
い
ま
し
た
。

吹
田
の
自
営
業
者
の
底
力
が
示
さ
れ

た
こ
の
一
日
は
、
商
売
と
生
活
を
団
結

し
て
守
り
抜
く
決
意
を
新
た
に
す
る

場
と
な
り
ま
し
た
。 

 

プ
レ
ミ
ア
ム
率
40
％
の 

デ
ジ
タ
ル
商
品
券 

吹
田
市
が
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
る
市
民
生
活
の
支
援
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
的
に
、
市
内
の
対
象
店

舗
で
1
口
5
千
円
で
7
千
円
分
使

え
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
デ
ジ
タ
ル
商
品

券
」
を
販
売
し
ま
す
。 

【
購
入
方
法
】 

3
月
1
日
時
点
で
吹

田
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
。
申
込
は

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
世
帯
員
分

の
一
括
申
込
。
購
入
上
限
は
1
人
3

口
ま
で
。
当
選
者
は
4
月
30
日
か
ら

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ア
プ
リ
で
商
品
券
を

購
入
・
利
用
で
き
ま
す
。 

購
入
申
込
： 

3
月
26
日(

木)

～
4
月
15
日(

水) 

当
選
者
購
入
・
使
用
開
始
： 

4
月
30
日(

木)

～ 

使
用
期
限
： 

8
月
31
日(

日) 

【
使
途
の
制
限
】 

た
ば
こ
、
税
金
、
公
共
料
金
、
金
券
等

類
の
購
入
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。 

 
詳
細
は
こ
ち
ら 

 

吹
田
市
中
小
企
業 

ブ
ー
ス
ト
ア
ッ
プ
補
助
金 

吹
田
市
は
人
手
不
足
解
消
や
作
業

効
率
化
に
取
り
組
む
市
内
の
中
小
業

者
・
個
人
事
業
主
を
対
象
に
、
最
大
200

万
円
（
補
助
率
3
分
の
2
）
を
交
付

す
る
補
助
金
を
始
め
て
い
ま
す
。 

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
】 

対
象 

取
得
価
格
20
万
円
（
税
抜
）

以
上
の
機
械
設
備
等
の
導
入
。 

活
用
例: 

「
自
動
梱
包
機
で
発
送
を
効

率
化
」「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
券
売
機
で

ミ
ス
削
減
」
「
高
性
能
ソ
フ
ト
で
受
注

拡
大
」
な
ど
、
業
種
を
問
わ
ず
活
用
可
。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル: 

2
月
24
日
（
火
）

か
ら
メ
ー
ル
で
の
「
エ
ン
ト
リ
ー
」 

【
注
意
！
】 

予
算
上
限
に
達
し
次
第

終
了
。
交
付
決
定
前
に
購
入
し
た
も
の

は
対
象
外
。
事
前
に
相
談
が
必
要
で
す
。 

▼
詳
細
・
募
集
要
項 

（
吹
田
市
Ｈ
Ｐ
）  

  

伝
言
板 

会
員
交
流
会 

春
の
リ
ク
レ
ェ
ー
シ
ョ
ン 

お
花
見
会 

4
月
12
日
（
日
）
11
時
00
分 

 

会
場 

明
和
池
公
園
（
摂
津
市
） 

集
合 

Ｊ
Ｒ
岸
辺
駅
改
札
前 

会
費 

2
千
円 

締
切 

4
月
7
日(

火) 

参
加
申
し
込
み
は
支
部
役
員
も
し
く

は
支
部
役
員
ま
で  
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